
早期コシヒカリの生育診断に基づく穂肥施用法

[要約］早期 コシヒカリ の穂肥施用時期の茎堕に応じた葉堂２目標値を設定し、撞胆

の施用法を明らかにした。この診断目標値に基づいて適切に穂肥を施用すれば、品質

の低下を防止して作柄の安定を図ることができる。
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［背景・ねらい］

近年、栽培面積が増加した早期コシヒカリは、生育､収量､品質の変動が大きく作柄安定

のための生育診断法が求められている。特に、コシヒカリは倒伏し易いため穂肥の施用に

は注意が必要である。そこで、穂肥施用時の生育診断目標値や作柄向上のための穂肥の施

用法について明らかにする。

［成果の内容・特徴］

収量５４kg/a程度、頴花数30,000～32,000/㎡を目標とした場合の､生育診断及び穂肥の

施用法は以下のとおりである（図ｌ）。

①出穂前20日頃の第１回穂肥（穂肥Ｉ）施用時の診断目標値を以下に示した。この目標値

に近ければ穂肥Ｉを窒素1.5kg/10a施用する．目標値より葉色が濃いか茎数が多い場合は穂

肥Ｉを省略する。

穂肥施用時の茎数に応じた葉色目標値

ｶﾗｰｽｹｰﾙ群落葉色値３．５３．０２．５注）葉緑素計は展開第２葉を20枚程度

葉緑素計(SPAD-502）３８．０３５．５３３．０測定する。

②穂肥Ｉを省略することにより頴花数を2,000程度減少させ､倒伏を軽減し検査等級の低下

や玄米窒素濃度の増加を防止することができる（表１）。

③穂肥Ｉの省略により葉色が目標値まで低下した場合には､穂肥Ⅱを窒素1.5kg/10a施用す

る（表１）。

［成果の活用面・留意点］

水稲栽培技術指針に登載し、早期コシヒカリの穂肥施用の判断基準として活用する。
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[具体的データ］

㎡当り玄米

頴花数重

図１㎡当たり頴花数と玄米重

注）昭63,平1年は高収、平3,4年は登熟期の天候不良のため低収。

表１穂肥施用前後の生育､頴花数､収量､外観品質
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注）①中粗粒灰色低地土（砂壌土）で地力中庸な圃場。②施肥は基肥十穂肥Ｉ＋穂肥Ⅱ。

③６月３０日～７月３日は穂肥Ｉ、７月７～１２日は穂肥Ⅱ施用時期。④検査等級は1～９(1上

～3下)。⑤移植期は４月１９～22日、出穂期は７月１９～22日。

⑥葉緑素計はSPAD-502による測定値。⑦平成3,4年は低収年。
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